
と量鎧
　まちのうごき

人　口6，235人（一6）

　男　　3，005人（一2／

　女3，230人（一4）

世帯数1，755戸（一3）

　62年U月1日現在人口
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一箱一箱、ていねいに箱詰めを行う山陰郵便局の職員

愚るεとの
　　壕と番り砦

62

　　　　　　12

　更郷町の昧と香りをあなたに／

　更郷町ふるさと振興会では、ふるさとの困

季折々の味覚を味わっていただこうと、「ふ

るさと小包便」を初めての試みとして行いま
した。

　この小包厘は、年3回発送されますが、
第／回目の発送が0月28日行われ、栗・柿・

南瓜・サンズなど約10キロが箱詰めされ、55

人の会員の待つ家庭へと送られました。
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昭和62年12月号〔2＞、
つご、

つ
と報町

産業文化祭第目隠

妻
「
　
▼

摘

懲
＼
多
く
の
人
出
で
6
3
ぎ
わ
う
＼

　
第
六
回
東
郷
町
産
業
文
化
祭
が
十

一
月
六
日
か
ら
八
日
目
で
の
三
日
間

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
焼
肉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

歌
手
の
森
若
里
子
さ
ん
を
迎
え
て
の

公
民
館
対
抗
歌
合
戦
や
、
各
種
展
示

即
売
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
卵
の

つ
か
み
取
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
長
蛇

の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
産
業
部
門
で
の
農
林
技
術
賞
、
農

林
産
品
展
書
入
三
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。〔

農
林
技
術
賞
〕

O
個
人
の
部

　
安
藤
政
広
l
l
〔
経
営
内
容
〕
養

蚕
、
和
牛
、
水
稲
。
日
田
尾
養
蚕
団

地
の
蚕
室
の
固
定
化
に
貢
献
。
桑
園

に
つ
い
て
も
コ
ス
ト
面
の
徹
底
追
求

を
行
い
、
年
次
改
植
で
密
植
化
と
優

良
品
種
を
導
入
を
す
る
中
で
、
植
栽

法
の
全
面
改
良
を
し
、
作
業
の
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、
土
づ
く
り
の
た

め
の
有
機
投
入
も
創
意
工
夫
に
よ
り

容
易
に
さ
れ
て
い
る
。

　
磯
貝
一
一
〔
経
営
内
容
〕
山
林
、

椎
茸
、
水
稲
。
自
家
用
原
木
を
主
体

に
経
費
の
節
減
を
図
り
、
椎
茸
生
産

と
間
伐
材
で
高
収
入
を
。
ホ
ダ
場
の

改
善
、
椎
茸
原
木
林
の
造
成
技
術
、

杉
・
ヒ
ノ
キ
林
の
造
成
技
術
な
ど
に

特
徴
。

　
海
野
鉄
朗
l
l
〔
経
営
内
容
〕
和

牛
、
水
稲
、
み
か
ん
。
肉
用
聞
を
中

心
と
し
た
複
合
経
営
で
子
牛
生
産
率

も
高
く
優
良
生
産
牛
の
実
績
を
有
す

る
。
改
良
の
た
め
の
各
種
品
評
会
、

共
進
会
に
お
い
て
も
上
位
入
賞
を
し

て
い
る
。
特
に
昭
和
六
十
二
年
度
の

県
共
進
会
に
出
品
し
た
育
成
牛
は
、

優
等
の
三
席
の
栄
誉
を
受
け
た
。

　
佐
藤
文
子
　
　
　
〔
経
営
内
容
〕
農

地
の
有
効
利
用
。
畑
、
田
を
有
効
利

用
し
た
露
地
栽
培
の
輪
作
体
系
を
取

り
入
れ
、
野
菜
を
基
盤
と
し
た
経
営

形
態
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
。

O
団
体
の
部

　
ニ
コ
ニ
コ
愛
牛
グ
ル
ー
プ

　
会
員
一
水
野
伴
子
、
矢
野
チ
ズ
子
、

山
本
勢
子
、
田
中
文
子
、
矢
野
和
子
、

日
高
吉
代
子
、
矢
野
ミ
ド
リ

〔
経
営
の
概
況
〕
昭
和
五
十
七
年
に

和
牛
の
飼
養
管
理
と
飼
料
作
物
の
栽

培
技
術
を
修
得
し
、
多
頭
化
に
よ
り

畜
産
収
入
を
図
る
目
的
で
ス
タ
ー
ト
。

発
足
当
時
の
成
牛
頭
数
は
一
戸
当
た

り
一
～
二
頭
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で

は
平
均
三
頭
に
増
頭
し
、
子
牛
の
生

産
も
伸
び
、
質
も
向
上
し
、
品
評
会

で
は
常
時
、
上
位
入
賞
を
果
た
し
て

い
る
。〔

農
林
産
品
等
展
示
会
被
表
彰
者
〕

o
優
等

果
樹
一
黒
木
九
一
（
寺
迫
）
、
　
中
谷

　
カ
ツ
子
（
仲
深
）

茶
1
1
前
川
ま
す
み
（
仲
深
）

豆
類
一
田
辺
敦
子
（
鶴
野
内
）

農
産
加
工
一
関
野
ベ
ン
（
福
瀬
）

ま
ゆ
1
1
井
上
幸
夫
（
坪
谷
）

家
庭
菜
園
1
1
黒
田
美
寿
恵
（
田
野
）

野
菜
1
1
金
子
勤
（
鶴
野
内
）
、
　
黒
木

　
ト
ラ
子
（
迫
野
内
）
、
　
高
瀬
美
智

　
男
（
寺
迫
）
、
　
黒
木
ヒ
デ
子
（
田

　
野
）
、
　
水
野
藤
雄
（
仲
深
）

除
伐
1
1
吉
田
和
幸
（
坪
谷
）

間
伐
一
山
床
勝
徳
（
下
渡
川
）

老
人
工
芸
品
1
1
山
床
道
太
郎
（
下
渡

　
川
）〔

公
民
館
対
抗
歌
合
戦
〕

努敢三二優
力闘
賞賞位位勝

小
松
総
八
郎

佐
藤
　
　
久

矢
野
英
文

井
伊
ト
キ
子

山
里
栄
司

（
鶴
野
内
）

（
迫
野
内
）

（
仲
　
深
）

（
坪
谷
）

（
越
表
）

・
つこ“、

つ
と報町｛3｝昭和62年12月号
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プロののどを披露する森若里子さん

もちつき大変です
もちまき

霧鯛騰輔繍麟繕

鞭
E舛肯　肖r7

蚤
置

覇
罰
ぎ

炭火で本物の味を満喫一バーベキュー

醜曝
　健康チェック

公民館を代表して熱唱

盛
況
だ
っ
た
卵
の
つ
か
み
取
り

i乙縷t

気縄y・τ
尋漁曙牌駿…轟【生

花
・
絵
画
作
品
展

’

農
産
品
の
展
示
即
売

児
童
生
徒
・
婦
人
学
級

作
品
展
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ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も

飲
酒
運
転
は
絶
対
に

　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う

　
混
雑
す
る
道
路
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
イ
ラ
イ
ラ
…
…
。

　
今
日
中
に
ど
こ
と
ど
こ
を
回
ら
な

け
れ
ば
】
年
が
終
わ
ら
な
い

こ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
も
、
年
末

の
交
通
混
雑
の
激
し
さ
と
、
経
済
活

動
の
活
発
さ
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
か

ら
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
交
通
時
故
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
は
も
と
よ
り
、
歩
行
者
も
「
思
い

や
り
」
と
「
ゆ
と
り
」
を
も
っ
て
、

こ
の
時
期
は
交
通
安
全
に
特
に
注
意

す
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
（
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
〉

　
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
の
皆
さ

ん
は
次
の
「
安
全
運
転
五
則
」
を
も

う
一
度
思
い
起
こ
し
、
確
実
に
守
り

ま
し
ょ
う
。

①
安
全
速
度
を
必
ず
守
る
。

②
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
ス
ピ
ー
ド
を

　
落
と
す
。

③
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
確
か
め

　
る
。

④
一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
安
全

　
を
守
る
。

⑤
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
。

　
〈
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ
V

　
年
末
は
何
か
と
忙
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て

「
ゆ
と
り
」
を
も
っ
て
通
行
し
ま
し

ょ
う
。

o
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
た
と

　
え
急
い
で
い
る
と
き
で
も
横
断
歩

　
道
な
ど
安
全
に
横
断
で
き
る
場
所

　
を
選
ん
で
横
断
す
る
。

O
交
差
点
で
は
、
左
右
の
安
全
を
十

　
分
確
か
め
て
か
ら
渡
る
。

O
自
動
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
し

　
な
い
。

O
路
地
や
物
陰
な
ど
か
ら
の
急
な
飛

　
び
出
し
は
絶
対
や
め
る
。

　
十
二
月
目
一
月
目
な
る
と
、
忘
年

会
、
新
年
会
な
ど
何
か
と
お
酒
を
飲

む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
”
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲

む
な
”
を
合
言
葉
に
、
お
酒
を
す
す

め
る
人
も
お
互
い
に
飲
酒
運
転
を

“
し
な
い
よ
う
”
“
さ
せ
な
い
よ
う
”

心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

全国火災予防運動

　11月26日～12月2日

議
〃
。
ク
、

泌
鋸
役
覚

（
へ
讐

《
　
　
　
・

　
　
、
σ

覧

＝　　……………　

@
　
　
・

　
「
－
一
一
』
一
．
一
一
”

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
十
一
月
二
十
六
日

～
十
二
月
二
日
ま
で
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
自
力
避
難
が
困
難
な
高
齢
者
、

身
体
不
自
由
者
及
び
幼
児
の
死
傷
防

止
対
策
を
重
点
目
標
に
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。
各
家
庭
で
も
こ
の
よ
う
な

方
々
へ
の
防
火
指
導
を
十
分
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
火
の
用
心
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い
。

②
子
供
に
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

　
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
置
か
な
い
。

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
近
づ
け
な
い
。

農業委員会委員

選挙人名簿

登載申請書は

期限までに提出を！

　
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所
を

有
す
る
満
二
十
才
以
上
の
者
で
、

①
一
〇
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

　
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
。

②
①
の
同
居
の
親
族
又
は
そ
の
配

　
偶
者
。
（
耕
作
従
事
日
数
が
年
間

　
お
お
む
ね
六
〇
日
以
上
の
者
で
あ

　
る
こ
と
）

③
｝
○
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

　
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産

　
法
人
の
組
合
口
貝
又
は
社
員
。

に
つ
い
て
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在

に
よ
り
同
月
十
日
（
六
十
三
年
の
場

合
は
一
月
十
一
日
）
ま
で
に
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
調
製
の
た

め
の
申
請
書
を
農
業
委
員
会
を
経
由

し
て
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
書
を
提
出
し
な
い
と
選

挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

資
格
の
あ
る
人
は
、
必
ず
一
月
十
一

日
ま
で
に
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て

　
き
　
　
　
　
へ
　
む

く
た
さ
し

　
な
お
、
申
請
書
の
用
紙
は
、
十
二

月
の
区
長
会
で
各
区
長
さ
ん
に
お
配

り
し
十
二
月
中
に
各
世
帯
に
配
布
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

三
ド

・
三
㍉

、
つ

こ“、
つ

と報町（5）昭和62年12月号

地
域
文
化
功
労
で

玄
部
大
臣
表
彰

～
ρ

｝ノ

e

、

塩月儀市さん

　
塩
月
儀
市
さ
ん
（
小
野
田
1
1
9
1
歳
）

は
、
地
域
文
化
の
向
上
と
振
興
に
献

身
的
に
努
め
ら
れ
た
と
し
て
、
地
域

文
化
功
労
で
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け

ま
し
た
．
、

　
塩
月
さ
ん
は
、
大
正
四
年
門
川
尋

常
小
学
校
を
振
出
し
に
昭
和
二
十
八

年
ま
で
三
十
七
年
間
県
内
公
立
小
・

中
学
校
に
勤
務
さ
れ
、
心
身
と
も
に

健
全
で
創
造
力
に
富
む
豊
か
な
人
間

性
の
育
成
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
六
年
か
ら
東
郷
町
郷
土

史
編
纂
委
員
長
と
し
て
町
の
全
歴
史

調
査
研
究
に
従
事
、
「
東
郷
町
誌
」
の

編
纂
刊
行
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
に
郷
土
が
生
ん
だ
歌
人

若
山
牧
水
の
遺
墨
、
遺
品
を
収
集
し

て
牧
水
記
念
館
の
建
設
と
牧
水
生
家

の
保
存
、
活
用
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
文
部
大
臣
表
彰
は
、
教
育

功
労
、
二
会
教
育
功
労
な
ど
に
続
き

四
度
目
の
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
他
に
、
勲
五
等
双
光
旭
日

章
、
県
文
化
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い

ま
す
．
．

●
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
l
　
1
　
6
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
脚

団
体
優
勝
を
と
げ
る

　
　
坪
谷
中
男
子
庭
球
部

　
十
一
月
十
五
・
六
日
の
二
日
間
、

宮
崎
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た

第
十
一
回
宮
崎
県
中
学
校
秋
期
体
育

大
会
に
お
い
て
、
坪
谷
中
学
校
の
男

子
庭
球
部
が
団
体
優
勝
を
と
げ
ま
し

た
．
．
ま
た
、
個
人
戦
に
お
い
て
も
一

チ
ー
ム
が
三
位
入
賞
し
、
十
二
月
二

十
五
・
六
日
に
熊
本
県
で
行
わ
れ
る

九
州
大
会
に
、
団
体
と
個
人
「
チ
ー

ム
が
出
場
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
九

州
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
．
．

4位に入賞全国青年大会
　11月7・8日に、東京の代々木国立競

技場において行われた全国青年大会（陸

上の部）に、仲深の甲斐由美さんが県代
表として200mと400mリレーの2種目に

出場しました。

　200mでは惜しくも決勝進出はなりま

せんでしたが、400mリレーでは見事4

位に入賞しました。

　　体育功労者として表彰
　町の体育指導員として、町内選手の競技力の
向上と、昭和62年度の郡民体育大会の優勝に大

きく貢献したとして、小川勝正さん（鶴野内〉

と井上尚之さん（小野田）が、また、池田平美

さん（迫野内）は、郡民体育大会などにおいて

新記録を達成、また走ろう会の会長として会員

の競技力の向上に貢献したとして、11月8日に

体育功労者表彰を町長から受けました。

野
蚕
一
塁
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
藍
玉
ー
蚕
蚕
μ
云
多
〆
軍
’
～

住
む
人
の
無
け
れ
ど
庭
に
バ
ラ
咲
け

ば
隣
れ
る
我
に
雨
の
あ
か
る
き

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

青少年育成功労者として表彰
　昭和62年度宮崎県青少年育成大会が11月11日

宮崎市で開催され、寺迫の黒木捨法さんが、昭・

和44年から現在まで長年にわたり子ども会の育；

成、青少年の健全育成のために積極的に活動さ

れており、その功績が認められ県民会議より表

彰を受けました。

　　■履■■國■巳■騨■■■■■「」■■■■回■■■■■■歴，，

　　ご苦労さまです
　　　　福本さんに感謝状
　坪谷駐在所の福本和吉さんは昭和60年

4月から、開心館（坪谷）の剣道指導を

積極的に行い児童の体位向上に努められ
ており、東郷町体育協会では、11月8日

に感謝状を贈りました。

芸
ま
一
づ
～
藍
が
～
蓑
声
～
ρ
～
チ
～
6
～
ダ
～
び
妻
炉
～
が
～
チ
～
グ
～
チ
エ
4
～
（

練
習
を
終
へ
し
グ
ラ
ン
ド
タ
映
え
て

精
霊
ト
ン
ボ
の
飛
び
か
い
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

馬
に
乗
る
若
き
が
駈
け
る
西
東
神
の

御
田
の
清
め
勇
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

豆
畑
に
わ
な
あ
る
憂
い
維
子
の
鳴
く

声
聞
き
て
よ
り
我
は
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

油
田
跡
淋
し
く
残
り
ひ
な
び
た
る
秋

田
海
岸
風
の
冷
た
し

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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一

点
描
σ
①

脚
地
区
を
訪
ね
て

　　

@　

B
迫
野
内

門書雪9
，
｝
，
，
，
為
6
，
；
3
星
婁
妻
，
，
，
，
，

㎜

｛

　
迫
野
内
区
は
昭
和
へ
年
四
月
に
、

東
退
野
内
区
と
西
迫
野
内
区
か
合
何

し
て
迫
野
内
区
と
な
っ
た
の
て
す

そ
の
合
併
現
認
碑
か
兀
迫
野
内
、
男
・
吊

小
学
枝
敷
地
跡
、
濡
濡
の
公
民
館
の

庭
二
建
て
て
あ
り
ま
す

　
藩
政
時
代
は
、
へ
車
原
迫
動
内
と

時
ん
で
へ
車
代
に
砲
屋
力
居
り
　
田

代
目
口
の
下
㎡
、
、
仇
耐
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た

　
迫
動
内
は
面
積
か
i
六
事
乃
キ
ロ

〈
迫
野
内
の
日
大
鼓
踊
り

あ
り
、
人
口
四
自
へ
i
五
人
と
な
っ

て
い
て
、
生
産
祖
合
は
、
地
内
、
東

卜
、
東
を
、
内
谷
、
鹿
瀬
の
九
組
合

て
殆
ん
と
追
野
内
川
に
沿
っ
て
家
々

か
並
ん
で
い
る
、
鹿
瀬
た
け
か
月
川

沿
い
に
あ
る
た
け
て
、
ま
と
ま
り
の

大
変
よ
い
区
に
な
っ
て
い
ま
す

　
産
業
は
林
業
の
盛
ん
な
区
て
区
有

林
も
あ
る
か
民
有
林
か
相
当
に
手
広

く
育
林
し
て
い
て
面
積
か
多
く
、
と

の
民
有
林
も
見
事
な
も
の
て
あ
る

椎
H
月
も
か
な
り
生
産
さ
れ
て
い
る

林
道
も
大
分
伸
ひ
て
い
る

　
農
業
か
進
ん
で
い
て
、
ほ
場
整
備

は
他
区
に
先
ん
し
て
着
手
し
耕
地
も

よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
、
水
田
利
用

作
物
も
役
場
、
農
協
と
よ
く
連
け
い

を
出
に
し
、
ピ
ー
マ
ン
、
甲
い
も
、

飼
料
苧
、
ラ
／
キ
ョ
ウ
、
　
ノ
ヨ
ウ
三

等
の
作
付
を
よ
く
し
、
多
い
産
額
を

あ
け
て
い
る
よ
う
て
あ
る

　
公
民
館
活
動
も
盛
ん
で
、
健
康
つ

く
り
運
動
に
取
り
祖
み
、
町
か
行
う

各
種
の
受
診
車
も
高
く
、
又
、
正
月

に
行
つ
区
民
駅
伝
競
走
や
、
泊
防
団

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
八
年
智
継
続
し

て
体
力
向
上
と
、
区
民
の
融
和
を
は

か
っ
て
い
る
。

　
花
い
っ
は
い
連
動
に
も
気
を
く
は

っ
て
い
て
、
老
人
ク
ラ
フ
の
手
て
公

民
直
前
の
県
道
に
は
コ
ス
モ
ス
の
花

か
咲
き
乱
れ
て
い
た
　
各
家
庭
の
庭

先
に
も
色
と
り
と
り
の
草
花
か
咲
い

て
い
た
。

　
こ
の
県
道
は
、
牧
水
先
生
か
延
岡

中
学
を
卒
業
し
て
、
東
京
早
稲
田
大

学
に
八
学
す
る
際
、
川
内
小
学
校
長

を
し
て
お
ら
れ
た
今
西
」
口
郎
先
生
（

姉
の
む
こ
）
に
別
れ
を
古
け
る
た
め
、

山
陰
か
ら
歩
い
て
こ
の
道
を
通
り
川

内
に
行
か
れ
た
思
い
出
の
直
て
あ
り

ま
す
．

　
迫
野
内
神
社
は
公
民
館
の
す
く
西

に
あ
り
、
－
丑
験
あ
ら
た
か
な
神
社
と

し
て
、
区
民
の
崇
敬
か
高
い
．
境
内

に
町
文
化
財
委
員
会
指
定
の
大
鉄
、
記

念
大
杉
か
あ
り
ま
す
　
そ
の
他
文
化

財
指
定
と
し
て
、
東
守
さ
ん
の
墓
地

に
宇
筐
印
塔
、
西
谷
の
手
前
県
道
沿

い
に
見
事
な
庚
申
供
養
翫
か
あ
り
ま

す　
近
時
脚
光
を
浴
ひ
て
新
聞
等
に
も

の
っ
た
「
谷
内
原
浸
食
洞
」
と
東
郷

町
史
訣
会
か
大
き
く
取
し
け
た
」

大
郎
ヤ
ー
イ
の
入
毛
跡
占
井
［
し
に

つ
き
会
員
佐
藤
儀
三
郎
さ
ん
は
、
　
［

大
郎
物
五
目
を
書
物
に
ま
と
め
て
発
表

し
て
い
ま
す
　
こ
の
二
ヶ
所
に
は
町

史
談
会
の
手
て
棟
柱
を
立
て
て
案
内

を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
都
　
甲
鶴
　
男

八、

若山牧水・
×

～
藪

牧
水
の

　　

@
小
説

古
い
村
四

塩
月
儀
市

　
と
う
せ
泡
の
よ
つ
に
出
来
た
も
の

た
か
り
、
泡
の
よ
う
に
無
く
な
っ
て

行
く
の
も
無
理
は
な
か
ろ
う
と
、
母

は
父
を
見
や
っ
て
微
笑
し
た
、

　
そ
の
横
顔
を
見
て
い
て
自
分
は
少

な
か
ら
ず
浅
間
し
く
且
つ
面
階
く
思

は
さ
る
を
得
な
か
っ
た
、
一

　
我
々
自
身
の
家
て
も
そ
の
年
は
血

の
出
る
よ
う
な
三
度
目
の
山
売
り
を

断
行
し
た
．
ギ
く
も
佐
、
眉
の
急
の
借

財
を
麸
し
た
当
座
て
は
な
か
っ
た
か
。

先
祖
代
々
か
命
よ
り
人
事
に
し
て
固

守
し
て
来
た
山
林
田
畑
を
自
分
等
の

代
に
な
っ
て
売
払
っ
た
．
、

　
そ
し
て
、
「
旧
家
｝
を
ほ
こ
る
と
い

う
こ
と
は
少
々
面
の
皮
か
厚
過
き
は

し
な
い
た
ろ
う
か
、
斯
く
思
う
と
自

分
は
そ
の
座
の
酒
さ
へ
耐
え
が
た
く

不
味
た
っ
た

　
そ
の
夏
は
暮
れ
、
翌
年
の
夏
は
ま

た
帰
村
し
た
．
、
初
大
郎
の
肺
病
は
や
・

軽
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
頃
は
折
々

二
河
え
角
釣
な
と
に
も
出
て
来
る
こ

と
か
あ
っ
た
．

　
或
日
の
こ
と
、
自
分
は
我
家
の
す

く
下
の
滝
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
長

い
瀬
の
ほ
と
り
の
榎
の
木
の
蔭
て
何

か
読
書
し
て
い
た
。
日
は
真
昼
、
眼

前
の
瀬
は
日
光
を
う
け
て
銀
色
に
光

り
、
峡
間
の
風
は
極
め
て
詩
々
し
く

吹
き
渡
り
、
梱
な
榎
の
枝
葉
は
た
え

す
肖
や
か
な
響
を
た
て
て
そ
よ
め
い

て
い
た

　
怯
も
無
い
空
は
峯
か
ら
冬
の
輪
回

を
極
め
て
明
瞭
に
即
し
て
、
誠
に
強

列、

ﾈ
「
夏
の
静
け
さ
」
に
満
ち
た
日

て
あ
っ
た
　
何
を
読
ん
で
い
た
の
て

あ
ろ
う
定
か
に
は
覚
え
て
い
な
い

　
と
に
か
く
し
ん
み
り
と
身
も
也
を

も
羽
ち
込
ん
で
、
静
か
な
威
し
興
を
ほ

し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
に
相
違
な
い

所
か
不
図
何
こ
こ
ろ
な
く
眼
を
酵
物

か
ら
外
す
と
、
す
く
自
分
の
居
る
対

岸
に
一
個
の
男
か
も
ん
て
釣
竿
を
動

か
し
て
い
る
　
d
平
す
る
ま
て
も
な

く
自
分
は
直
ち
に
彼
か
初
人
郎
て
あ

る
こ
と
を
知
っ
た

　
な
る
ほ
と
痩
せ
た
．
特
に
濡
れ
た

自
二
神
一
枚
の
ぴ
っ
た
り
と
身
に
・
出

ノ着
い
て
、
殆
ん
と
骨
は
か
り
の
入
間

か
岩
の
上
に
行
ん
で
い
る
と
し
か
見

え
な
い
。
多
く
今
内
に
居
て
珍
ら
し

く
出
か
け
て
未
だ
の
て
あ
ろ
う

　
日
に
昭
り
つ
け
ら
れ
た
麦
藁
帽
～

の
蔭
の
彼
の
顔
は
痛
々
し
く
蒼
白
く
、

微
か
に
判
み
か
さ
し
て
い
る
の
か
な

か
な
か
に
哀
れ
で
あ
る
　
彼
の
特
色

の
大
き
な
里
い
瞳
は
か
り
は
さ
し
て

昔
と
変
ら
す
、
す
か
／
＼
し
く
釣
竿

の
一
端
に
、
仕
か
れ
て
あ
る
．

　
重
そ
う
に
彼
は
時
々
両
手
て
そ
の

竿
を
動
か
す
．
学
か
動
き
、
糸
か
動

き
、
糸
の
先
に
つ
な
か
れ
て
い
る
囮

の
鮎
ま
て
銀
色
の
水
の
中
か
ら
影
を

表
す
こ
と
か
あ
る
．
、
い
ま
彼
の
あ
は

れ
な
全
生
命
は
か
か
っ
て
そ
の
㌣
の

一
端
に
あ
る
の
た

、
つ

こ、
つ

と報町昭和62年12月号の

毒
嚇
翁
韓

⑳
7
ル
コ
ー
2
5
牲

　
　
　
　
三
三
害

東
郷
病
院
（
内
科
）
長
嶺
伸
彦

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
長
期
間
の
過
剰
の

飲
酒
は
肝
障
害
の
原
囚
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
分
類
す
る
と

D
脂
肪
肝

2
肝
線
書
症

別
ア
ル
コ
ー
ル
階
肝
炎

の
肝
硬
変

　
に
分
け
ら
れ
ま
す

　
ω
の
段
階
は
禁
酒
に
よ
り
速
や
か

に
冶
ぜ
す
る
状
能
〕
て
す
。
ω
の
状
態

は
ア
ル
コ
：
ル
件
肝
障
害
の
末
期
像

て
、
　
一
般
に
一
～
二
i
年
に
も
及
ふ

過
剰
の
常
習
飲
酒
の
末
に
発
生
し
ま

す

働
　　

兼
｠

轟
．

ぽ
、
、

一
調
日
は
い
つ
？

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
そ
れ
自
体
に
恥

二
業
を
障
害
す
る
作
用
と
間
接
的
に

栄
養
障
害
を
き
た
し
ま
す
．
つ
ま
り
、

胃
や
腸
、
膵
臓
な
と
に
障
害
を
き
た

し
栄
養
素
の
消
化
吸
収
不
良
か
お
こ

り
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
に
よ
り
食
欲

低
下
も
お
こ
り
食
事
量
も
減
る
こ
と

と
な
り
ま
す
．

　
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
の
発
生
車

は
飲
酒
総
蜀
か
大
と
な
る
ほ
と
高
く

な
り
ま
す
．
個
人
羊
は
あ
り
ま
す
か

女
性
の
方
か
ア
ル
コ
ー
ル
に
対
す
る

障
害
の
危
険
率
か
高
い
よ
っ
て
す
．

　
症
状
に
つ
い
て
は
、
m
や
Q
て
は
、

ま
っ
た
く
無
症
状
の
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
、
つ
か
れ
や
す
い
、
食
欲
か
な

い
、
腹
か
は
る
と
い
っ
た
不
定
な
訴

え
か
多
い
よ
う
て
す
．
尉
や
ω
て
は

無
症
状
の
も
の
か
ら
高
度
の
黄
疸
（

体
や
眼
球
か
説
く
な
る
）
、
腹
水
、
昌
〕

議
障
圭
ロ
、
田
図
、
丁
血
な
と
を
来
た

し
ま
す
。

　
こ
の
様
な
種
々
の
肝
障
害
の
診
断

に
は
、
血
液
生
化
≠
検
査
（
肝
機
能

検
沓
）
を
中
心
に
超
音
波
検
査
、
内

視
鏡
検
杳
、
田
臨
検
（
最
終
的
な
診

断
の
た
め
の
検
査
）
等
か
あ
り
ま
す

　
ア
ル
コ
ー
ル
肖
田
障
害
の
経
過
と

．
†
後
は
、
林
小
酒
し
た
場
合
と
飲
酒
を

継
続
し
た
場
合
て
は
明
ら
か
に
異
な

り
ま
す
。
ω
や
軽
症
の
の
の
段
階
て

は
禁
酒
に
よ
り
比
較
的
速
や
か

に
冶
癒
す
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
．
耐

や
ω
て
も
禁
酒
に
よ
り
症
状
や
検
査

値
か
改
善
す
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
．
一

　
し
か
し
、
特
に
ω
の
段
階
の
人
か

飲
酒
を
続
け
る
と
五
年
生
存
率
（
五

年
後
に
自
人
の
う
ち
何
人
か
生
存
し

て
い
る
か
）
は
三
十
～
四
十
％
と
、

禁
酒
者
の
生
存
率
七
↓
％
に
比
へ
る

と
著
し
く
低
下
し
ま
す
、

　
冶
療
の
原
則
は
禁
酒
の
励
行
て
す
．

栄
養
障
害
の
合
併
か
あ
る
時
は
、
食

事
療
法
（
高
カ
ロ
リ
ー
・
高
タ
ン
パ

ク
食
）
や
ヒ
タ
ミ
ン
剤
の
服
用
な
と

か
あ
り
ま
す
、
今
回
は
ア
ル
コ
ー
ル

件
肝
障
害
と
い
っ
た
題
目
て
書
き
ま

し
た
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
一
方
て
は
「

白
薬
の
長
」
と
も
言
わ
れ
】
日
の
つ

　
町
内
に
お
い
て
、
電
話
機
の
訪
問

販
売
に
よ
る
ト
ラ
フ
ル
か
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
電
話
機
二
台
を
セ
／
ト
と
し
て
高

い
値
段
て
売
り
つ
け
る
も
の
て
す
。

契
約
を
す
る
前
に
、
そ
の
商
品
か
本

当
に
必
要
な
も
の
な
の
か
、
値
段
的

に
高
く
は
な
い
か
、
ま
た
、
訪
問
販

売
買
の
討
い
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
な
い

よ
う
冷
静
に
考
え
て
契
約
を
し
た
い

か
れ
を
と
り
、
ま
た
人
間
関
係
の
潤

滑
油
て
あ
る
こ
と
も
事
実
て
す
、

　
既
に
肝
障
害
を
来
た
し
て
い
る
人

に
は
、
や
は
り
「
禁
酒
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
か
、
そ
う
て
な
い
人

に
お
い
て
は
、
最
近
よ
く
言
わ
れ
る

寝
て
す
か
「
休
二
日
」
を
設
け
る
こ

と
た
と
思
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
　
一
週
間
の
う
ち
二
、
三

日
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
と
ら
ぬ
日
を
つ

く
り
（
も
ち
ろ
ん
飲
む
日
も
暴
飲
は

困
り
ま
す
か
）
長
い
目
て
み
る
と
お

酒
と
仲
良
く
、
長
く
お
つ
き
合
い
す

る
よ
う
心
か
け
る
こ
と
て
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
．
、

”

’

㊨〉

ミ

雛9湖

“

μ

も
の
て
す
。

　
も
し
、
契
約
を
し
た
け
れ
と
も
契

約
を
解
約
を
し
た
い
と
い
う
よ
う
な

場
合
は
、
相
手
方
に
必
ず
、
内
容
証

明
郵
便
て
契
約
の
解
約
通
知
を
い
た

し
ま
し
ょ
う
。
　
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
適
用
に
な
れ
は
、
一
週
間
以
内

は
無
条
件
解
約
か
て
き
ま
す
。
V

　
町
頭
十
月
号
て
も
お
知
ら
せ
を
い

た
し
ま
し
た
か
、
訪
問
販
売
を
受
け

た
場
合
は
、
契
約
書
に
よ
る
契
約
を

行
い
相
手
の
確
認
を
行
う
と
同
時
に

現
金
支
払
い
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

こ
し
ま
し
よ
う
一

　
く
問
い
合
わ
せ
ば

　
　
　
　
　
役
場
企
画
財
政
課
へ
V

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
よ
る

　
「
契
約
解
除
」
通
知
文
の
書
き
方

契
約
解
除
通
知

　
　
　
日
宇
任
所

　
　
　
　
　
　
氏
名

任
所

阪
売
会
社
代
表
取
締
没
殿

昭
和
（
×
）
年
（
）
月
（
X
）
日
付
げ
、
　
轟
社
の
セ
　
し

ス
マ
〆
〔
氏
名
〉
と
締
結
し
ま
し
た
〔
商
品
名
「
の

購
へ
契
約
を
　
　
「
訪
問
販
売
等
　
関
す
る
法
律
一
遇

六
条
の
規
走
」
基
づ
き
解
除
し
ま
す

（
代
全
の
一
部
を
支
払
’
．
た
場
合
の
み
　
以
下
を
加

え
る
｝

つ
き
ま
し
て
よ
　
ー
コ
該
契
約
に
降
し
げ
、
支
払
い
ま
し

た
全
C
¢
円
也
ま
　
〔
×
）
銀
何
（
）
こ
支
店
（
普
通
魚

金
〕
口
唾
○
へ
」
号
へ
振
1
1
込
ん
ザ
、
（
’
．
さ
い

な
お
　
商
品
よ
早
め
に
引
き
取
．
て
く
た
さ
い

　
昭
租
へ
×
）
年
つ
つ
目
⊃
○
日

「
書
留
郵
便
」
ま
た
は
「
内
杏
近
明
郵
便
」

て
出
し
て
く
た
さ
い

歳
末
た
す
け
あ
い

　
　
　
運
動

12月1日～12月30日

嫉
ハ
（
）

　
　
　
　
　
ロ
ユ
ロ
ニ
じ

歳
末
庭
す
け
あ
鐵
勅
　
”
）

喋
禧
二

野
露
画
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黙

東
臼
杵
郡

　
子
ど
も
会
郷
土
芸
能

　
　
　
発
表
大
会

　
東
臼
杵
郡
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
主
催
に
よ
る
「
東
臼
杵
郡
子
ど

も
会
郷
土
芸
能
発
表
大
会
」
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
郡
内
卜
ヶ
町
村
か
ら
参

加
し
、
郷
土
芸
能
が
紹
介
さ
れ
ま
す
．
、

▽
期
日
　
1
2
月
1
3
日
佃

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

▽
時
間
　
午
前
1
0
時
開
会

町
立
保
育
所
（
坪
谷
・

鶴
野
内
）
及
び
山
陰

　
　
保
育
園
の
園
児
募
集

　
昭
和
六
↑
三
年
度
に
町
立
保
育
所

及
び
私
立
山
陰
保
育
園
に
、
子
ど
も

を
入
所
希
望
さ
れ
る
方
は
、
昭
和
六

十
三
年
一
月
六
日
か
ら
一
月
二
十
五

日
ま
で
入
所
申
請
を
受
付
ま
す
。

一、

ｬ
立
保
育
所
は
、
満
三
歳
か
ら

　
入
所
で
き
ま
す
。
申
請
用
紙
は
、

　
役
場
住
民
課
又
は
、
鶴
野
内
・
坪

　
谷
の
各
保
育
所
に
準
備
し
て
あ
り

　
ま
す
。

二
、
山
陰
保
育
園
は
、
概
ね
生
後
五

　
ヶ
月
か
ら
入
園
で
き
ま
す
。
申
請

　
書
に
添
付
す
る
書
類
の
説
明
が
あ

　
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
が
直
接
役

　
場
住
民
課
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
福
祉
係
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

蒙
響

歳
末
連
合
大
売
出
し

　
東
郷
町
商
工
会
で
は
、
昨
年
度
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
「
歳
末
連
合
大
売

出
し
」
を
今
年
も
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
売
出
し
は
、
地
元
の
商
店

を
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
活
性

化
を
図
ろ
う
と
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
商
工
会
で
は
昨
年
に
も
増
し

て
地
元
の
店
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
す
．
、

▽
売
出
し
期
間

　
　
1
2
月
1
日
～
1
2
月
3
1
日

▽
抽
選
期
間

　
　
1
2
月
2
3
日
～
1
2
月
2
7
日

　
　
1
月
5
日
～
1
月
8
日

▽
抽
選
場
所

　
東
郷
町
商
工
会
館

※
抽
選
の
で
き
る
補
助
券
は
大
売

出
し
加
盟
店
の
み
で
発
行
し
て
い

ま
す
。

サ
■
7
金
相
談
所

　
県
で
は
、
貸
金
業
利
用
者
の
金
銭

貸
借
に
関
す
る
苦
情
及
び
困
り
ご
と

の
相
談
に
応
じ
る
た
め
「
宮
崎
県
サ

ラ
金
相
談
所
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
専
任
職
員
二
名

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
日
　
毎
週
月
曜
～
金
曜
日

▽
相
談
期
間
　
1
0
時
～
1
7
時

　
麿
〇
九
八
五
一
二
四
i
一
｝
】
一

身
俸
●
置
戸

　　

@　

樺
k
員

　
身
体
障
害
者
相
談
員
は
、
身
体
に

障
害
の
あ
る
者
の
更
正
援
護
の
相
談

・
指
導
、
身
体
障
害
者
地
域
活
動
の

推
進
、
関
係
機
関
の
業
務
に
対
す
る

協
力
等
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
町
内
で
は
次
の
二
名
の
方
が
委
託

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

o
佐
藤
光
男
（
鶴
野
内
）

　
　
　
　
麿
6
9
1
3
0
7
1

0
三
浦
　
淳
（
仲
深
）

　
　
　
　
8
6
9
1
7
5
5
2

人
権
の
共
存
…
互
い
に
相
手
の
立

場
を
考
え
て
豊
か
な
人
間
関
係
を

つ
く
ろ
う辺

＼

’

‘こN

σ

．
》

．
ρ
　
　
．

人権週間
12月4日～10日

今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
七
期

固
定
資
産
税
　
　
三
期

緊
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
羽
坂
の
清
水
龍
太
郎
さ
ん
か
ら

　
（
ア
ヅ
サ
さ
ん
・
7
6
歳
ご
死
去
）

◎
迫
野
内
の
吉
田
稲
穂
さ
ん
か
ら

　
（
久
太
郎
さ
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
）

◎
三
瀬
の
岡
田
ミ
ヤ
子
さ
ん
か
ら

　
（
照
美
さ
ん
・
6
0
歳
ご
死
去
）

◎
寺
判
の
黒
木
増
子
さ
ん
か
ら

　
（
満
壽
美
さ
ん
・
3
8
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
岩
本
義
信
さ
ん
か
ら

　
（
ヶ
サ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
フ
ヂ
エ
さ
ん
か
ら

　
（
旭
さ
ん
・
7
5
歳
ご
死
去
）

粛争遜聯

鐙窮

繊
濾婁

驚
鋤蓼
侮牽砂毎

（
十
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

田
口
佳
那
香

三1山

Y　下

Y3

蛯沿

都　黒

b　木

ﾑ1中
轣G心
ﾁ　弘

赤
ち
ゃ
ん
の
名

豊 満 友
満

一正・郎作
次

父
の
名

目
　
深

中
　
　
一
木
f
　
　
　
、
「
ζ

越
1
表

置
田
…
迫
　
野
野
　
内

住
所

結
婚
お
幸
せ
に

小
野
田

坪
　
谷

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

財
1 矢1黒 吉

池1黒1

畝

越 野．木 田 内
1木

原
氏

サ ．喜 久 チ 過 キ
ツ 二 太 1言手 名
キ 旭 郎 郎 工 美 ク

611
7
5
1

90 87 66
138

89 年

歳1歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

福 坪1 寺 迫 鶴 寺 小 住
1

野 野E 餅
瀬 谷 迫 内 内3迫1田 所
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